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●日本人の死因の第２位は心臓病であり1)、心臓
血管外科手術の件数は増加傾向にあります。

●ＣＴやＭＲＩを用いた従来型の画像診断では
病態の将来の予測を行うことが難しいのが
現状です。

●そこで、予測医療・予測医学等のための血
流解析を行うシミュレーションへの要望が
高まっていました。

○コンピュータを用いた血流シミュレーション
では、拍動する心血管内の血流を動的に可
視化できるばかりでなく、血行力学指標を
算出することも可能になりました。

○定量的な血流解析が動脈疾患の進展・破
綻リスク予測や、心臓バイパス手術シミュ
レーション等に適用され、医学の発展に寄
与することが期待されます。

（公財）計算科学振興財団

心臓血管血流シミュレーション
―産学連携、医工連携による

スーパーコンピュータを用いた血流解析―

1. 予測医療・予測医学のための血流診断研究を支援

（注1）「wall shear stress」の略。血液の流れによって血管の内皮（壁面）に加えられる、表面を擦るように作用する力。

（注2）壁面との摩擦や、渦、乱れなどの影響により失われる流体のもつエネルギー。

2. 仮想手術シミュレーション

3. スーパーコンピュータで解析を高速化

4. 今後の課題

■利用成果

図１　心臓血管血流シミュレーションの流れ

図 3　冠動脈バイパス手術シミュレーション

図 2　大動脈疾患の解析事例

注：血流解析分野の日本におけるパイオニアであり、数々の血流計測機器の開発実績のある板谷慶一氏が創設した。

出典：1)人口動態調査(厚生労働省) http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1a.html


